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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

地域の諸団体と連携することで、 
子供も地域も輝くコミュニティ・スクール

長野県飯島町

七久保小学校学校運営協議会

七久保小学校

　

　

　
　

	 コミュニティ・
スクール

	 指　定　日	 委員数	 児童生徒数	 学級数
	 	 平成 26年 4月 1日	 19 人	 129 人	 8 学級

活
動
の
概
要
・
経
緯

＜概要＞学校と地域が、「ふるさと七久保が大好きで、地域に愛着をもち、地域の『ひと・もの・こと』と進んでかかわる子供」「だ
れに対しても、元気に、笑顔で、大きな声で、さわやかにあいさつができる子供」に育てたいという願い(目標)を共有し、一
体となって子供たちを育むための活動を年間を通じて計画的に行っている。
＜経緯＞平成24年度、25年度に、文部科学省の補助を受けながら、コミュニティ・スクールの準備期間として研究を進め、平
成26年４月町よりコミュニティ・スクールの指定を受け、学校運営協議会が設置され、活動が開始された。かねてより地域の
諸団体が学校の教育活動に積極的に関わっていただいたので、その活動を継続して進め、新たな負担感が発生しないように活
動を進めている。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
○�地域の支援団体が単独で活動するのではなく、学校の教育方針のもと有機的につながり連携しながら、活動する。
　・�子供たちの「自己表現・自己肯定感アップ」のため、育成会・ＰＴＡ・学校が連携
　・�「読書力アップ」のため、読み聞かせボランティア・学校が連携
　・�子供たちの「コミュニケーション力アップ」のため、学校運営協議会と七久保区が連携　など
○�学級の中核的な活動において、地域の「ひと・もの・こと」とのつながることを位置づけた学習活動
　・�６年総合的な学習の時間（まちおこし）と七久保区・地域づくり委員会との連携
　・�５年総合的な学習の時間（福祉教育）と町社会福祉協議会・ＪＡ宅幼老所との連携など
【実施に当たっての工夫】
○�学校運営協議会で学校の運営方針を理解していただき、共通理解をもとに運営方針に則した活動を行う。
○�進んで地域の行事に参加し、地域の方と活動の喜びを共有することを通して、子供たちに地域の方に支えられていることを意識させる。
○�校長が先頭に立ち、学校職員が常に地域の人と交流する機会をもち、情報交換して地域の方の協力をお願いする環境をつくる。
○�各学級の中核的な活動を地域の「ひと・もの・こと」とのつながりに求め、学習が即子供たちと地域がつながるよう工夫する。

■事業を実施して
○�地域の方が、今まで以上に学校の運営方針（あいさつ、登下校の安全等）にもとづいた積極的な関わりをしてくださるようになった。
○�地域の方が、子供たちと一緒に活動することに生きがいを感じ、喜んでいろいろな活動のアイディアを出してくださるようになった。また、
学校職員と地域の方が、様々な活動を通して子供たちの成長や課題を確認し合い、共に成長の喜びを共有することができた。
○�尻込みをしていた学校職員も、地域の方の力を借りて活動することの良さを感じ、地域に進んで出かけていく姿を多く見かけるようになった。
○�子供たちも地域の方と関わることを通して、ふるさと「七久保」の良さを体感し、地域が大好きになってきている。

■その他
○�コミュニティ・スクールの活動を聞きつけて、子供たちのために自分も学校支援ボランティアとして活動したいと申し出る方が増え、有り難い。
○�子供たちが地域とつながり地域とのきずなを深める活動を、これからも大事にしていきたい。
■

■ 　

育成会「こどもカーニバル」子供神輿で練り歩く ６年総合的な学習の時間　　地域づくり委員会との連携「桜ウォーキング」


